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 ｢稲むらの火｣を８ヶ国・９言語に翻案・

翻訳、アジア地域に配布 
 
アジア防災センター(ADRC)は、内閣府からの受託
事業として、バングラデシュ、インド、インドネシ
ア、マレーシア、ネパール、フィリピン、シンガポ
ール、スリランカの 8カ国（9言語）で津波防災小
冊子「稲むらの火」を作成しました。それぞれの言
語ごとに子供向けと大人向けの 2 種類作成しまし
たので、全部で 18 バージョンあります。 
小冊子では、日本の津波に関する古い物語である

「稲むらの火」を、対象国の歴史･文化･社会的背景
を踏まえ翻案して紹介するとともに、津波に関する
基礎知識なども含んでいます。小冊子は、アジア防
災･災害救援ネットワーク（ADRRN）*に加盟してい
る各国の NGO の協力を得て作りました。従って、翻
案・翻訳から、イラスト、印刷に至るまで全てそれ
ぞれの国で行われ、
現地の人々にとっ
て親しみやすく、
分かりやすいもの
に工夫されていま
す。 
 この小冊子は、
ADRRN 加盟の NGO
のスタッフがスマ
トラ島沖津波の被
災地で行っている
救援、復興、防災活動を通じて配布されています。
これにより、アジア地域で将来起こる津波の被害を
少しでも減らすことができればと考えています。 
 この小冊子は、PDF 形式で下記からダウンロード
していただけます。 
(http://www.adrc.or.jp/publications/inamura/l
ist.html) 
なお、この件につきましては、研究員の児玉

(kodama@adrc.or.jp)までお願いします。 
※アジア防災･災害支援救援ネットワーク
(ADRRN)とは：アジア防災センターと国連人道問
題調整事務所(UN/OCHA)神戸オフィスの支援に
より 2002 年に設立された、アジア各国で防災・
災害救援活動を行う NGO の連携を推進するネッ
トワーク。 

 
 ADRC 客員研究員レポート 

  ミローヴァ・ディロロ研究員（タジキスタン） 
 
私は 2002 年 11 月より、タジキスタン共和国非常

事態省の大臣室で主任専門官として勤務しており
ましたが、今年 7月より、アジア防災センターで客

員研究員として勤務しています。 
タジキスタンの非常事態省は、自然災害及び人為

災害から人々の生命と国土を守るため、非常事態の
防止、軽減、対応などに関する問題を扱う国家組織
であり、防災分野全般の政策立案と提言を行います。
その中で私は、国
の災害や防災に関
する情報の収集・
分析を主に担当し
ていました。 
タジキスタンは

山が多く、様々な
災害が発生しやす
い国土であり、特
に洪水、干ばつ、
地滑り、地震といった災害がよく発生します。1992
年から 2002 年にかけて中央アジアで記録された災
害の約半分は、タジキスタンで発生したものです。
2005 年 7 月に発生した洪水では、1,000 万米ドルを
超える直接経済損失が発生し、また、2004 年 7 月
の洪水では、首都ドゥシャンベ市民の約 60%が、清
潔な飲料水を入手できない状態が続きました。 
災害対応の際の調整機能を強化するため、2001

年に、非常事態省と国連人道問題調整事務所(OCHA)
が共同で、REACT(早期緊急評価調整チーム)を設立
しました。この災害管理調整機関は、全ての非政府
機関や関連国家機関を連携させるとともに、非常事
態省が、災害応急対応時における緊急の救援ニーズ
の特定、及び適切な支援策を円滑に行うための支援
を主眼に置いています。この機構は、2003 年に大
幅に拡充され、防災関連機関の一般的な調整プラッ
トフォームとしての機能を果たしています。 
また、アジア防災センターの、メンバー国の防災

機能の強化を目的とした共同プロジェクトとして、
タジキスタン非常事態省では、2004 年 8 月 2 日か
ら 6日にかけて「防災ワークショップ」をロシア語
と英語で開催しました。このワークショップでは、
国連開発計画（UNDP）、国連防災戦略（UN/ISDR)
の協力も得ました。 
アジア防災センターでは、コミュニティベースの

早期警報システム作りや、自然災害に対する予防、
軽減、対応、復興に関する革新的な方策や技術につ
いての知識を得たいと考えております。そして帰国
後、非常事態省に新たに設立された情報管理分析セ
ンターで、日本で得た知識や技術を活かしたいと考
えています。日本の神戸に位置するアジア防災セン
ターは、防災について学ぶにあたり理想的な場所で
あると思います。日本を訪れ、日本やアジア防災セ
ンターメンバー国の幅広い防災経験について学ぶ
機会を与えてくれた、アジア防災センターと日本政
府に感謝しています。 
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